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町 の 人 口 

人 口 9,474 人 （増24) 

男 4,548 人 （増9) 

女 4,926 人 （増15) 

世帯数 3,040世帯（減2) 

出生 21人 転入 43人 

死亡 7人 転出 33人 

(55年9月末日現在） 
 ノ 

( ）内は前月との増減 

／ー、 

、 ン、。 」 

！写真（左上）は御神先の一場面！ 、 

【写真（左下・右）は神戦の一場面】 ＼J 

初めてのつ上野神楽』が奉納される 
若い力が素晴らしい演技を披露 秋祭り 

10月12日（日府われた町秋祭りに、各地区より出された山笠見せのハイライトとして初め 

ての上野神楽が町民会館前で奉納されました。会館前に集まった大勢いの見物者の中で若 J 

者たちが日頃の練習を十分発揮し、素晴らしい演技を披露してくれました。この神楽奉納 

は嘉水7年9月12日、福智下宮祭に社人組合重中によって夜神楽か奉納されましえ馴メ、地 

域伝承者による神楽奉納は明治10年ごろからと赤池町史に記載されています。秋め10月10 

日、福智下宮祭礼に必ず奉納された上野神楽も戦後は全くその陰をひそめていましたが、 

＆無前、青年学級に学ぶ若者によって立派に再現することが出来ました。 『郷土芸能を通 

じて郷土愛を未来の若者へ伝承しょう』と、この力が現在も強く生き継がれております。 



(3） 第214号 昭和55年11月1日 け し、 か あ
 

口
N
s
 

ェ立」ー 広
 

第214号 昭和55年11月1日 け
 

し、 か
 

あ
 

報
 

広
 

ク
雨
の
中
で
4
 

意
気
あ
が
る
山
笠
競
演
 

各
地
区
の
参
加
で
盛
大
な
秋
祭
り
 

こ
と
し
も
町
内
統
一
の
秋
祭
り
が
十
 

月
十
一
日
（
土
）
、
十
二
日
（
日
）
の
両
日
 

に
行
わ
れ
、
各
地
区
よ
リ
山
笠
八
台
、
 

こ
ど
も
花
山
十
台
が
そ
れ
ぞ
れ
出
さ
れ
、
 

笛
や
太
鼓
の
音
で
威
勢
よ
く
ま
ち
の
中
 

を
ね
り
歩
く
こ
ど
も
た
ち
の
か
け
声
が
 

一
段
と
響
き
わ
た
り
、
盛
大
に
行
わ
れ
 

た
。
ま
た
、
同
時
に
共
賛
行
事
も
行
わ
 

れ
、
盛
り
あ
が
っ
た
祭
典
と
な
り
ま
し
 

た。 
し
か
し
、
天
候
の
方
は
あ
い
に
く
台
 

風
十
九
号
の
影
響
で
十
一
日
（
土
）
は
午
 

前
中
よ
り
雨
と
な
り
、
午
後
一
時
か
ら
 

の
山
笠
の
出
番
は
な
く
、
御
神
体
も
待
 

ち
に
ま
っ
て
雨
の
中
、
杢
呂
の
若
八
幡
 

神
社
を
午
後
三
時
に
出
発
。
同
時
に
各
 

地
区
で
も
山
笠
が
出
さ
れ
、
お
祭
り
気
 

分
も
ど
う
に
か
盛
り
あ
が
り
、
夜
に
は
 

七
時
か
ら
中
央
研
修
所
で
生
バ
ン
ド
演
 

つ
 

【雨の中、出番をまつ山笠】 

奏
、
舞
踊
、
 

民
謡
な
ど
の
 

芸
能
発
表
会
 

も
行
わ
れ
ま
 

し
た
。
 

翌
十
二
日
 

（
日
）
に
は
雨
 

も
あ
が
っ
て
 

午
前
九
時
過
 

ぎ
に
は
、
町
 

民
会
館
前
の
広
場
は
山
笠
や
、
こ
ど
も
 

花
山
の
集
合
で
祭
り
一
色
と
な
り
、
こ
 

の
山
笠
見
せ
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
と
し
て
九
 

時
半
よ
り
約
一
時
間
、
初
め
て
上
野
神
 

楽
が
奉
納
さ
れ
、
お
祭
り
も
最
高
潮
に
 

達
し
ま
し
た
。
こ
こ
二
、
三
年
、
後
継
 

者
不
足
に
苦
し
ん
で
い
ま
し
た
が
、
小
 

学
生
、
中
学
生
の
加
入
に
よ
っ
て
一
気
 

に
好
転
し
、
日
頃
の
練
習
を
十
分
発
揮
 

し
、
そ
の
若
い
力
が
素
晴
ら
し
い
演
技
 

を
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
あ
と
、
十
時
半
山
笠
出
発
。
 

こ
と
し
は
山
笠
八
台
（
八
区
、
十
一
一
 

支
所
、
十
区
、
伏
原
、
十
九
支
所
、
町
 

営
伏
原
、
上
の
原
、
高
尾
・
十
七
支
所
 

）
、
こ
ど
も
花
山
十
台
（
板
屋
団
地
、
 

二
十
支
所
、
猿
畑
、
十
一
支
所
、
十
一
一
 

支
所
、
十
四
支
所
、
高
尾
団
地
、
十
八
 

支
所
、
小
藤
団
地
「
‘
西
町
）
が
出
さ
れ
、
 

、？ 

秋
晴
れ
の
敬
老
会
で
 

長
寿
を
祝
う
 

8
8
1

人
が
該
当
』
 

町
人
ロ
の
約
1
割
近
く
が
…
・
・
・
 

「
お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
、
い
 

つ
ま
で
も
お
元
気
で
 

」 

赤
池
町
敬
老
会
が
、
秋
晴
れ
の
十
月
 

十
五
日
（
水
）
午
前
十
一
時
か
ら
町
民
会
 

館
体
育
館
に
お
い
て
、
お
年
寄
り
の
長
 

寿
を
祝
い
ま
し
た
。
 

今
年
は
七
十
歳
以
上
（
明
治
四
十
四
 

年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
生
れ
た
方
）
 

の
八
百
八
十
一
人
が
招
待
さ
れ
、
式
典
 

で
は
香
月
章
町
長
よ
り
「
本
日
、
敬
老
 

会
を
お
迎
え
に
な
っ
た
み
な
さ
ま
、
お
 

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
日
本
は
今
、
 

世
界
で
も
一
番
の
長
寿
国
と
な
っ
て
お
 

【
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
楽
し
む
お
年
寄
り
た
ち
】
 

ま
ち
中
を
各
山
笠
が
次
々
と
威
勢
よ
く
 

ね
り
歩
い
て
華
を
添
え
ま
し
た
。
 

午
後
四
時
ご
ろ
か
ら
再
び
雨
と
な
り
 

ま
し
た
が
、
お
祭
り
も
終
日
と
あ
っ
て
 

雨
の
中
で
意
気
あ
が
る
山
笠
競
演
が
行
 

わ
れ
ま
し
た
。
 

こ
と
し
も
、
お
祭
り
対
策
協
議
会
で
、
 

各
地
区
関
係
者
の
方
に
よ
り
準
備
が
す
 

す
め
ら
れ
、
こ
の
よ
う
に
盛
り
あ
が
っ
 

た
祭
典
と
な
り
ま
し
た
が
、
年
々
、
地
 

域
社
会
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
）
の
盛
り
 

あ
が
り
か
ら
、
秋
祭
り
も
盛
ん
に
な
っ
 

て
き
て
お
り
ま
す
。
 

な
お
、
同
日
午
前
九
時
か
ら
町
民
会
 

館
に
お
い
て
囲
碁
大
会
が
十
五
人
の
参
 

加
で
行
わ
れ
、
市
場
の
白
川
幸
太
郎
さ
 

ん
が
優
勝
。
同
夜
、
七
時
か
ら
中
央
研
 

修
所
で
行
わ
れ
た
ク
の
ど
自
慢
大
会
カ
 

で
は
十
七
人
が
参
加
し
、
審
査
委
員
の
 

【
町
民
会
館
前
を
出
発
す
る
こ
ど
も
花
当
一
 

リ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
赤
池
町
は
、
お
 

元
気
な
お
年
寄
り
の
方
に
は
“
仕
事
と
 

娯
楽
を
）
病
（
や
み
）
の
方
に
は
力
看
 

護
と
そ
の
施
設
の
充
実
を
力
、
す
な
わ
 

ち
“
血
の
か
よ
っ
た
福
祉
行
政
を
〉
行
 

っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
 

今
後
と
も
健
康
に
十
分
気
を
つ
け
て
 

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
長
生
き
し
て
く
 

だ
さ
い
。
」
 
と
お
祝
い
の
言
葉
が
お
く
 

ら
れ
、
こ
の
あ
と
米
寿
を
迎
え
た
九
人
 

（
代
表
堀
辰
野
さ
ん
）
と
、
八
十
歳
以
 

上
の
二
百
十
七
人
（
代
表
香
野
繁
蔵
さ
 

ん
）
の
お
年
寄
り
に
、
県
知
事
表
彰
の
 

金
杯
と
バ
ス
タ
オ
ル
の
記
念
品
が
、
町
 

長
よ
り
贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
 

よ
り
新
し
く
九
十
歳
以
上
の
七
人
（
代
 

表
太
田
彦
市
さ
ん
）
の
お
年
寄
り
に
町
 

長
表
彰
が
、
そ
の
ほ
か
七
十
歳
以
上
の
 

八
百
八
十
一
人
（
代
表
町
老
人
ク
ラ
ブ
 

連
合
会
々
長
大
森
高
市
さ
ん
）
に
町
よ
 

り
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
最
後
に
 

町
内
最
高
齢
者
（
大
字
上
野
上
谷
）
の
 

世
良
馬
吉
さ
ん
（
九
九
歳
）
に
そ
の
長
 

先
を
祝
し
、
町
議
会
よ
リ
議
長
表
彰
が
 

早
麻
豊
議
長
よ
り
贈
ら
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
あ
と
会
食
と
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
 

に
入
り
、
赤
池
、
中
尾
、
市
場
、
上
野
 

の
四
保
育
所
の
園
児
た
ち
に
よ
り
「
小
 

【
保
育
所
園
児
た
ち
に
よ
る
音
楽
ム
4
 

笛
隊
の
演
奏
と
タ
ン
バ
リ
ン
の
踊
り
」
 

や
、
養
命
大
学
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
「
 

民
謡
と
舞
踊
」
、
婦
人
会
の
み
な
さ
ん
 

の
 
「
舞
踊
」
、
老
人
ホ
ー
ム
職
員
と
お
 

年
寄
り
に
よ
る
「
赤
池
小
唄
の
踊
リ
」
 

そ
の
ほ
か
、
中
村
シ
ズ
カ
さ
ん
（
岩
屋
 

組
）
の
踊
リ
や
、
立
花
ム
メ
ノ
さ
ん
（
 

市
場
）
、
志
水
光
則
さ
ん
（
上
谷
）
、
 

近
藤
敦
子
さ
ん
（
常
福
）
、
松
葉
隆
男
 

さ
ん
（
常
福
）
、
赤
星
重
雄
さ
ん
（
松
 

本
）
の
「
詩
吟
」
、
手
銭
礼
子
さ
ん
（
 

山
崎
）
、
立
花
敏
幸
さ
ん
（
猿
田
）
の
 

「
民
謡
」
な
ど
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
と
 

ん
だ
出
し
も
の
に
弁
当
を
食
べ
な
が
ら
 

楽
し
む
お
年
寄
り
た
ち
よ
リ
盛
ん
な
拍
 

手
が
お
く
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
 

ま
た
、
お
年
寄
り
の
中
か
ら
木
村
由
 

夫
さ
ん
（
市
場
）
、
木
本
ハ
ッ
エ
さ
ん
 

（
下
寿
）
、
出
羽
ォ
コ
イ
さ
ん
（
中
町
 

団
地
）
の
と
び
入
リ
も
あ
リ
「
浪
曲
、
 

【
上
野
神
楽
“
御
神
福
4

の
一
場
面
】
 

投
票
結
果
、
市
場
の
長
谷
川
京
子
さ
ん
 

（
花
街
の
母
）
が
優
勝
し
ま
し
た
。
 

ま
た
、
各
地
区
で
も
独
自
で
そ
れ
ぞ
 

れ
“
の
ど
自
慢
大
会
》
や
ク
踊
り
4

な
 

ど
の
多
彩
な
催
し
も
の
が
行
わ
れ
ま
し
 

た。 

第7回赤池町少年剣道大会

11 月9 日（日） AM 8:30 

赤池町民会館体育館 

小学生1年～中学生3年までの男女 

実質の筑豊大会（参加者数約500人） 

と き 

ところ 

参 加 

 ノ 

り
 
力ソ 

民
謡
、
歌
謡
曲
」
と
素
晴
ら
し
い
ク
の
 

ど
ク
を
聞
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
 

な
ん
と
い
っ
て
も
演
芸
進
行
役
の
当
 

町
猿
田
の
立
花
敏
幸
さ
ん
の
名
司
会
は
、
 

こ
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
い
っ
そ
う
盛
 

り
あ
げ
て
く
れ
ま
し
た
。
フ
ィ
ナ
レ
ー
 

は
全
員
で
「
炭
坑
節
」
を
踊
る
な
ど
楽
 

し
い
敬
老
会
の
一
日
で
し
た
。
 

《
敬
老
会
該
当
者
年
齢
別
数
》
 

▼
七
〇
ー
七
九
歳
 
六
五
五
人
 

▼
八
O
ー
八
九
歳
 
二
一
九
人
 

☆ 和
名
 
霜
月
（
し
も
つ
き
）
 

霜
が
し
き
り
に
降
る
の
で
、
霜
降
月
 

そ
れ
を
略
し
て
霜
月
と
い
う
。
 

1
日
（
土
）
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
戸
タ
m
) 

燈
台
記
念
日
 
自
衛
隊
記
 

念
日
 
教
育
文
化
週
間
 

2
日
（
日
）
 

町
文
化
祭
（
4
日
ま
で
）
 

3
日
（
月
）
 

文
化
の
日
 

4
日
（
火
）
 

ユ
ネ
ス
コ
憲
章
記
念
日
 

7
日
（
金
）
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
戸
徐
）
 

立
冬
 

国
会
議
事
堂
落
成
（
s
 11 

) 

8
日
（
土
）
養
命
大
学
（
鋼
獣
）
馴
鵬
 

9
日
（
日
）
 

第
七
回
町
少
年
剣
道
大
会
 

11 

日
（
火
）
 

税
を
知
る
週
間
 

17 15 

世
界
平
和
記
念
日
 

日
（
土
）
 

七
五
三
祝
い
 

日
（
月
）
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
戸
タ
m
) 

ス
エ
ズ
運
河
開
通
 

19 

日
（
水
）
 

一
茶
忌
 

農
協
記
念
日
 

21 

日
（
金
）
 

婦
人
学
級
（
鋼
織
）
田
時
）
 

22 

日
（
土
）
 

小
雪
 

23 

日
（
日
）
 

勤
労
感
謝
の
日
 
農
業
祭
 

ふ
み
の
日
 

26 

日
（
水
）
 

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
 

は
じ
ま
る
 

27 

日
（
木
）
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
？
ン
タ
世
 

ノ
ー
ベ
ル
賞
制
定
（
M
 34 

) 

▼
堪
忍
は
無
事
長
久
の
基
▲
 

J
 

の
 

▼
九
〇
歳
以
上
 

七
人
 

計
 

八
八
一
人
 

（
男
三
六
六
人
・
女
五
一
五
人
）
 

圏
九
O
歳
以
上
「
七
人
」
 

敬
称
略
 

▽
世
良
馬
吉
⑨
 
九
九
歳
 
上
谷
 

▽
武
末
ヒ
サ
④
 
九
六
歳
 
下
町
一
一
 

▽
太
田
彦
市
O
 

九
五
歳
 
上
里
一
一
 

▽
香
野
繁
蔵
O
 

九
三
歳
 
堀
田
 

▽
太
田
源
次
O
 

九
一
歳
 
原
 

▽
松
尾
タ
ツ
④
 
九
一
歳
 
高
尾
一
一
 

▽
青
木
ミ
ッ
ェ
④
 

九
〇
歳
 
高
尾
一
一
 

一 

係
 

ユ
 

死
 

報
 

ン
 

広
 

/' 

質
問
r
ー
 
い
ま
幸
せ
で
す
か
。
 

答
ー
辛
せ
で
す
。
 
（
ほ
と
ん
ど
が
）
 

質
間
r
ー
 
そ
れ
は
ど
ん
な
こ
と
で
す
か
。
 

答
上
W
健
康
で
あ
り
、
家
庭
的
に
も
 

恵
ま
れ
て
い
る
。
②
町
の
老
人
生
き
 

が
い
対
策
に
い
っ
て
い
る
。
③
一
人
 

暮
し
で
あ
る
た
め
楽
し
み
は
な
い
。
 

④
敬
老
会
に
毎
年
こ
ら
れ
る
。
 

質
間
r
ー
ー
健
康
方
法
は
ど
ん
な
こ
と
を
 

し
て
い
ま
す
か
。
 

零
中
ー
ホ
〕
朝
早
起
き
し
て
軽
い
体
操
を
 

し
て
い
る
。
②
暴
飲
暴
食
を
し
な
い
。
 

③
何
か
小
さ
な
こ
と
で
も
体
を
動
か
 

す
よ
う
に
し
て
い
る
。
恩
丸
を
若
く
 

も
つ
。
⑤
旅
行
を
す
る
。
⑥
あ
ま
り
 

無
理
な
こ
と
は
し
な
い
。
⑦
鼻
か
ら
 

ロ
へ
水
を
と
お
し
て
い
る
。
Q
母日、 

医
者
に
通
っ
て
い
て
健
康
で
は
な
い
。
 

質
問
 

長
生
き
し
て
よ
か
っ
た
こ
と
 

は
何
ん
で
す
か
。
 

答
→
田
病
気
し
て
も
医
痔
猫
貝
が
い
ら
 

な
く
な
っ
た
。
②
年
金
が
も
ら
え
る
 

よ
う
に
な
っ
た
。
③
老
後
の
暮
し
が
 

安
定
し
て
き
た
。
④
健
康
で
い
つ
ま
 

で
も
い
ら
れ
る
。
⑤
象
族
と
一
日
で
 

も
．
緒
に
暮
ら
せ
る
。
 

質
間
ー
長
生
き
し
て
悪
か
っ
た
こ
と
 

は
何
ん
で
す
か
。
 

答
ー
由
体
が
年
々
お
と
ろ
え
て
い
る
。
 

②
病
気
と
の
た
た
か
い
。
③
す
べ
て
 

が
不
自
由
に
な
っ
た
。
 

質
間
 

こ
れ
か
ら
役
場
に
や
っ
て
も
 

ら
い
た
い
こ
と
は
何
ん
で
す
か
。
 

答
ー
 
田
こ
の
ま
ま
で
よ
い
。
②
近
い
 

と
こ
ろ
に
役
場
が
ほ
し
い
。
③
年
金
 

が
も
う
少
し
あ
が
れ
ば
。
④
一
人
暮
 

ら
し
で
と
て
も
杢
女
。
⑤
も
っ
と
あ
 

た
た
か
み
が
ほ
し
い
。
⑥
と
て
も
感
 

謝
し
て
い
る
。
 

（
こ
の
よ
う
に
、
敬
老
会
当
日
、
お
 

年
寄
り
の
何
人
か
に
意
見
を
お
聞
き
し
 

た
の
を
集
約
し
て
お
り
ま
す
。
）
 

*
 

*
 

*
 

*
 

*
 

*
 

*
 

*
 


